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			諸天善神が高天原に昇ってしまわれるとは（一）

			

			　安曇阿闍梨寛道房日妙　法話集

			　平成十一年四月十八日

			

		

	
		
			◇仏と神の救済の立場

			　多くの仏様たちが、迷いの凡夫を救済なさろうとして教えを説かれたり、また日本の神々が光りをやわらげて、濁った世界におりくだられて、国をまもるために、その本地から、この世に出現される状態を見ますと、それぞれの立場があります。仏教の立場であれば、多くの衆生を教化されたり、また神々の立場であれば、その国民を護られたりするのであります。

			　仏さまについていえば、その仏さまの本地からこの世に出現されて、教化をされようとする時、衆生の機根の程度により、おおよそ上根、中根、下根とかの三通りを見定めて、この世に出現され、それぞれの生命体の機根に適応するように、小乗教とか、大乗教とかの教えをえらんで、教化されるのであります。

			　ところが、生命体といっても、大きく分類すると、地獄、餓鬼、畜生、修羅、人間、天上、声聞、縁覚、菩薩等、さまざまであります。これらの衆生に対して、それぞれに適応するように説かれたり、また、終わりには、仏として、この世に出現された目的は、一切衆生すべてのものは、仏の教えをそのまま実行しつづければ、やがて、仏と同じような境涯に進むことができるという可能性を本来持っているのであるということを、教えられるために、この世に出現されたのであるということを説かれるのであります。

			　このような深い教えによって、迷いの衆生は救われるのであります。

			　けれども、この広い宇宙や、また娑婆世界、地球上には、このように仏さまの教えに浴することのできないものは、たくさんあることも事実であります。そのような教えがあることを、まったく知らない衆生がいる、その人たちを護られようとして、天地（あめつち）の神さまとして現れたり、また、仏として、畜生界、餓鬼界、修羅界等に生まれ変わって、仏さまの道を修行するように、その教えを説かれ導かれるのであります。

			　神さまの立場からいえば、高天原（たかあまのはら）の本地を少しやわらげて、その国の民の生活に合うような立場になって、この世に下られて（和光同塵）、その国民を護られるのであります。

			　また仏さまは、多くの生命体の心の中にとけこまれて、本当の世の中の姿、すなわち実相という、真実の教え、言葉を変えれば、不変真如の法理を教えられ、導くのであります。やがて、仏さまの修行の道に導いて、しだいにその道に引き入れられていくのです。このようにして、神さまと、仏さまは、その職責でお互いのそれぞれの救済にあたっているのであります。

		

	
		
			◇仏の本地と神の垂迹

			　ビッグバン以前の不変真如界の仏さまは、遠い昔に仏の境涯を完成された時以来、教化を続けられ、それから何代目かは、はっきりしませんが、やがて、この世のインドに釈迦牟尼仏として出現されたのでありました。

			　この仏さまの姿をもっと根本的に説明すれば、仏さまの生命は、過去と現在と未来という三世を通して生き続けられている中の、今である現在においても、多くの衆生を導き続けられているのであります。

			　このようにして、神はこの世の中を護り、仏は三世を通して導かれている、というように、神と仏は、おのおの、その職責がことなりながら、お互いに相助け合って、その目的を全うされているのであります。

			　さて、ここで、仏さまは三世を貫いてと申しましたが、この仏の過去とは、いったいいつ頃から始まったのであろうかということが疑問になるのであります。

			　この疑問を明確に解決しているお経は、四十余年の諸経の中には絶えてないのであります。

		

	
		
			◇久遠の仏

			　ところが、後（のち）八年の法華経の中に、はっきりと説明されている箇所があるのであります。

			　そこで、法華経とはどのようなものであるかというと、法華経の前半は迹門といい、後半は本門といい、前半は十四品、後半も十四品となっています。

			　その中の、前半の十四品は、哲学とか倫理とか、世の中の組織とかを主として説明されております。後半の、本門の十四品の中には、過去の生命の淵源が説かれているのであります。

		

	
		
			◇随縁真如の仏と不変真如の仏

			　過去の生命のみなもとについては、その後半のどこに説かれているかといいますと、法華経のはじめから見て、第十六番目の寿量品の中にこのことが説かれております。

			　この寿量品のはじめのほうに「私はいつ仏になったのであるか」ということを説明されております。この説明された言葉によれば「久遠五百塵点劫の昔である」と言われております。それでこの久遠五百塵点劫とはいつのことであるかというと、およそ、仏教というものは、この世の中を不変真如界と随縁真如界という二つに分けております。

			　現代の科学的立場からいえば、不変真如界と随縁真如界の二つの世界とは何かといえば、差別のない平等の世界が、不変真如界であり、差別ある世界がすなわちこの世界で、これが随縁真如界、すなわち現象界であります。

			　それでは、法華経の寿量品で説かれている五百塵点劫とは、この不変真如の世界と随縁真如の世界の中の一体どのあたりであろうかということが、大きな問題となるのであります。

			　この問題を現代科学の説明を参考として、解明いたしますと、次のようであります。

			　この不変真如界（平等の世界）と随縁真如界（差別の世界・現象界）の境界がすなわちビッグバンといわれる宇宙発生の原点にあたるのであります。

			　ビッグバンの大爆発を起こして、宇宙が無限の分割をくりかえして、現在までも分裂が続いていて、大きな膨張をしているという時代の中で、ビッグバンがはじまっていくらも時間がたたない時点に、仏さまの悟りを得られた久遠五百塵点劫の原点があるのであります。

			　法華経の本門寿量品において、その五百塵点劫の時、このことを宣言されたのであります。どういう宣言かというと、五百塵点劫修行して、完成して、今私が説明しているような仏になることができたのである、というのであります。これを仏教上で説明すると、本果の成道というのであります。ところが、ここでは成道の結果とその人を説いたのみで修行の原因が説かれておりません。

		

	
		
			◇不変真如は本因妙の仏

			　ただ、結果的に仏の境涯を完成されたというのであります。仏教的に言葉を変えていえば本因本果（ほんにんほんが）といいますけれども、根本の修行の原因と、その結果の仏の境涯が完全に説明されていないのであります。ここでは、同じ仏の寿命を説明していても、手落ちであります。

			　本来、法華経は、完全な因果関係を説明することが中心でありまして、これでは、世の中は原因があって結果があるのであるという、この法華経の原則にそむきます。ところが、この原因は、さらに寿量品の末文近くまで読んでいきますと、一番最後のところに「我本行菩薩道」とあります。

			　我行本菩薩道とは、「われ、もと菩薩の道を修行した」ということであります。それでは、この菩薩の道とは何ぞやということでありまして、法華経には残念ながら、この説明が説かれておりません。ここでは菩薩の道とあるだけで、何を修行したかは説かれておりません。そこで、この原因を説明しますと、一言でいえば、不変真如界に内在している仏の命であります。そういうことになります。仏の命を法華経では仮りに名づけて「本因の妙法蓮華経」というのであります。

		

	
		
			◇本因妙の妙法蓮華経

			　この本因妙の妙法蓮華経の説明をいたします。

			　不変真如界の時に開悟された本因妙の妙法蓮華経という宇宙の本玄の法則であります。

			　ビッグバンの後、まもない頃に、すなわち久遠五百塵点劫の時に、仏の境涯を悟られたと説かれています。そして、即座に仏の境涯を完成されたということでありまして、この一言の妙法は「不変真如界から随縁真如界にわたって展開された」ということが明らかであります。これが本因本果であります。このことが解らないと、「諸天や善神が天上にのぼってしまわれる」ということの意味を、本当に理解することができません。神さまが、高天原にのぼられてしまうという意味も不確実で明らかに理解されないのです。ここから深く掘りさげると、神さまが、高天原（たかあまのはら）にのぼってしまわれるという意味が明らかになるのであります。

		

	
		
			◇宗教とは

			　およそ神々とはどこから出現されたものなのでしょうか。これは近代宗教学説によらねばなりません。これは宗教学、上・下のテキストを見てください。

		

	
		
			◇随縁真如と不変真如

			　話はかわって、今度は仏教の立場から言いますと、悲華経というお経の中に、お釈迦さまが立てられた願いが五百あるといわれております。五百の大願があるといわれております。

			　そのうちの第一四○番目の願の中に「私は未来の世の中に出て、大明神となり、神さまと現れて、たくさんの衆生を救いましょう」ということが書いてあります。このようになお経文の解釈によりますと、およそ神さまという神さまは、その根本は、どこから出てこられたかといいますと、さきほど説明しましたビッグバンの後の随縁真如界のはじめの頃からの時代にさかのぼって考えねばなりません。また別に、現代科学の解明を参考にしてみれば、ビッグバンという大爆発を起こして、それからまもない時代に釈迦仏が、お経の中で、五百の大願をたてられ、第一四○番目の中に「未来に神と現れて」云々とあります。神さまというものは、本来多くの仏さまのいつの頃からか、の時代に、仏の第一四○番目の願から現れたというのであります。

			　このことを日本の神にしぼって考えますと、高天原（たかあまのはら）から、天照大神、すなわち大日天とか大月天とかを含めて、日本国にくだられて、日本の国を守られるような立場になったのであると、このように理解することができるでしょうか。また、その他に、世界の国々の大日天、大月天等を含めて、諸神等は、それぞれの国々をまもられるようになったのでしょうか。

			　言葉を変えていえば、仏さまは天月のようなものであります。これに対して、神々は、湖の上に映った月であると見られます。つまり、これは水月ですから、このような関係になるということがわかります。

			　ですから、この世の衆生が、お釈迦さまの教えにそむいて、お日さまだけを信じようとするならば、それは天の月を忘れて、ただ水の中の月を守って、天の月の影を見て、水の上に映った真実ではない月を見て、それが神さまであるから、この神さまが守ってくれると思うようなものであります。

			　このへんのことは、宗教学、上・下を精読してください。詳細は他日にゆずります。

			　また、昔から、根本仏教の中に書かれてある一番はじめの頃の話に、五百匹の猿がいて、井戸の中の水面に映っている月を見て、ほんとうの月だと思いこんで、この月をとろうとして、五百の猿が手を結んで、井戸の中の水月をとろうとしたが、自分の重さにたえかねて、一匹の猿が手をはなすと、五百匹の猿が井戸の中に、落ちこんで死んでしまったという譬え話があります。これは五百匹がなぜそのような結果になったかといえば、功徳という線上で考えてみると、本当は天のお月さまを頼りにしなければならないのに、井戸の中の月を取ろうとして、間違ったものを信じたために、この間違ったものに救いを求めたということになります。

			　結果としては、救われずに全部死んでしまうのであります。このように世の中というものは、真実を頼りにすれば、しただけの多くの功徳を得ることができます。真実でない影そのものを頼りにしている人々は全部、五百の猿と同じようなもので、誰もが救われることなくて、死という悲しい結果を招くしかないという結果になったのでしょう。

		

	
		
			◇本因妙の仏とは妙法蓮華経

			　ですから、このことを中国に出られ、法華経の哲学を明細に説明された天台大師という人がいますけれども、法華経の哲学を深く解釈され、法華文句、法華玄義、摩訶止観という三十巻を完成され、またその六代目の妙楽大師という人が、おのおのの解釈を三十巻、以上本文の解釈とで、合計六十巻の本を残されております。そして、この天台大師と妙楽大師の解釈された法華経の哲学の根本を説明するところで、その修行の原点は、本因の妙法蓮華経であると解釈されております。この天台大師、妙楽大師の完成された六十巻の法華経の解釈の根本原理は、世の中の法則というものは、必ず原因があれば、結果があるということであります。

			　しかし、世の中には何千、何万という数知れない原因があり、結果があります。

			　その原因と結果というものは、一番根本の原因を探って見ると、天台大師と妙楽大師のいわれるには、これを名づけて、本因の妙法蓮華経であるといわれているのであります。

			　つまり、不変、随縁真如界を含めて、その根本原理の法則がすなわち本因の妙法蓮華経だということになります。

			　また、その結果は本果の妙法蓮華経であるというのであります。その本因の妙法蓮華経とは、何ものかといえば、先般の青金新聞五九号の妙心の城の台座ということであります。これをごらんください。

			　人の心の深層にある妙心の城の台座ということであります。この根本の不思議なる妙法蓮華経の内面的な部分と外面的の働きの面を区別して考えると、内面的な部分は法華経でありますし、外に現れた活動的な部分は、日本の場合には、諸天善神と現れて、この不思議な妙法蓮華経を、神さま、仏さまも共に根本に立てられたということは、間違いないでありましょう。

			　多くの仏さま達は、どのような仏さまであっても、この本因の妙法蓮華経を一番根本の教えの食物とされているのも間違いないでしょう。このゆえに、この本因の妙法蓮華経のことを不死の薬とか、小乗仏教では、不死であるとか、外国の物語では不死鳥とかいっているのであります。

			　ですから、そこで、日本の国の昔の歴史を尋ねて見ますと、天神七代、地神五代、さらにくだっては、人王百代と後を受けつがれたというような順序次第を見ますと、これらの方々は、みな妙法蓮華経が広まるように、一番手始めとして、多くの神々が教えを説かれたものであることがわかります。今は、天神七代、地神五代、人王百代の歴史を詳しく説明することは、別の機会にゆずります。

			　それはさておき、人王の一番はじめは、神武天皇であるといわれております。後の方に、第十五代目は、応神天皇といわれております。ところが、日本では応神天皇のことを八幡大菩薩として尊崇されております。このように日本の神々は天神七代と現れたり、地神五代と現れたり、または人王百代等々と現れましたが、その本地は、誰であるかといえば、みな一代仏教を演説された釈迦仏、宇宙の本玄を悟られた仏であります。

			　この意味を妙楽大師は「仏教が流布される前は、まずはじめに礼儀とか、音楽とかが大切にされて、これらの教えがまず先駆（つゆばらい）として流布します。その後やがて真実の仏法の教えが流布される」と説かれて、「礼学先に馳せて、真道後に開く」といわれております。

			　このようなことから考えてみれば、日本の天照、八幡その他八百万神（やおよろずのかみがみ）とかが日本国の守護神といわれておりますが、守護神というのは、何を守護するかといえば、ほかでもありません、真実には不変真如界の本因の妙法蓮華経を守護することなのであります。

			　ですから、この国や世界の多くの国々の国民等が不変真如界の妙法蓮華経を信じて、護る人々が少なくなれば、天照、八幡や、諸々の神々、つまり諸天善神の神々は、この世界の衆生を護る力を失って、高天原（たかあまのはら）へのぼってしまわれるのであります。天月が雲にかくれれば、水月も消失するようなものです。諸天善神の昇ってしまわれた全国の社殿には、諸々の曲がつ神（まがつかみ）が、その代わりにはいりこんで、拝む人々に悪い功徳を与えるのであります。

			　そういう意味で、妙法蓮華経の要品の信仰者のための勤行要品のご観念文に、初座の天拝の時、大梵天王、帝釈天王等々をご観念申しあげて、法華経の法味を差しあげるのであります。

			　お寺でも、神さまに法華経の法味を捧げるように、神社でも、法華経方便品長行、自我偈等をあげて、法華経の法味を神々に捧げておいてから、柏手をうって、参拝をすれば、高天原に戻られた諸天善神も、再びもとの社殿にもどられて来るに違いないので、神社に行った時は、方便品、世雄偈以下の長行もあげて、その上に、神社に参拝する時は、妙法蓮華経の方便品と寿量品の南無妙法蓮華経と唱えて、観念をして、諸天善神に法華経の法味を捧げてご供養すれば、インドの神さま等、その他世界の神々の社殿にも、諸天善神の神さまも皆もどって来られて、参拝した人々をお護りくださるということになるのであります。

			　これが日興上人が日蓮大聖人の教えを受けて「神天上」という教えを伝えられた根本の意味でもあり、この教義を中心として大聖人も立正安国論を北条政権に捧げられたといわれています。

			

		

	
		
			◇結論

			

			　それゆえに、不変真如界の本因の妙法蓮華経守護の日本、並びに世界、そして宇宙の諸天善神は、曲がった神を祓（はら）って、再び社殿に下られて、私どもに、永遠（とわ）に、御利益をお与えくださるように、そして、私どもの読経の法味がますます盛んとなり、一人でも増加していくように広大な御利益をお与えくださいますようにと、祈ることが大切でありますし、また、この祈りの声が大きな渦巻きとなれば、それだけ日本国の諸天善神や、また、宇宙の大日天王、大月天王、大明星天王等、惣じて世界の国々の諸天善神も、この美しい青い地球を永久にお護りくださるという御加護をお与えくださるに違いありません。

			　宇宙時代の来るべき二十一世紀をのぞんで、この大きな御利益を戴こうではありませんか。
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